
 

 

 

第 ８ 章 

 

展示会等参画・視察受入報告 
  



  



8.1 九州建設技術フォーラム2017 

 

平成29年10月18日、19日に、「九州建設技術フォーラム2017」が福岡国際会議場（福岡

市）で〔生産性革命を目指して〕をメインテーマに開催された。長崎大学大学院インフラ

長寿命化センターと佐賀大学（伊藤 幸広教授）が共同でブースを展示し、SIP事業におけ

る長崎大学の取り組み状況や研究開発技術等の説明を行った。今年度も大学からの出展は

私たちの1ブースのみであった。維持管理のブースには、SIP等の研究開発企業等も出展し

ており、貴重な意見交換の場となった。1階では橋梁点検支援ロボットの展示もなされた。 

ブースでは主にパネルとSIP「インフラ維持管理・更新・マネジメント技術」プロジェク

ト紹介冊子を用いて説明した。質問の内容によっては、道守養成講座のパンフレットを使

用した。SIP「インフラ維持管理・更新・マネジメント技術」と九州・山口地域の社会実装

の取組みを知ってもらう貴重な機会となった。 

 

【展示内容】 

・SIP事業の説明 

・研究開発の内容及び目標 

・研究開発成果の試行・事後評価、NETISの活用、長崎県内版の作成 

・維持管理、点検に係る新技術情報（橋梁・トンネル・道路・斜面） 

・インフラ長寿命化センターと道守養成ユニットの活用 

・道守認定技術者を入札参加資格や総合評価落札方式で評価・活用された実績 

・SIP連携内容・認証・標準化・出口戦略 

・地域における技術展開のモデル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来訪者にSIPの説明を行っている様子 

 

九州建設技術フォーラム2017：http://www.cag-forum.com/  
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8.2 ながさき建設技術フェア2017 

 

平成29年10月24日、25日に、「ながさき建設技術フェア2017」が長崎県立総合体育館メ

インアリーナ（長崎市）で「未来を拓く」のメインテーマのもとに開催された。 

 主催者の(公財)長崎県建設技術研究センターの宮崎東一理事長が、冒頭の挨拶で長崎大

学大学院工学研究科インフラ長寿命化センターが取り組んでいるSIP等の維持管理に関す

る新技術の活用に対する期待を述べた。また、展示中に開催される講演会で松田浩センタ

ー長が「長寿命化における課題と革新的先端技術の紹介(SIP)」を講演した。 

インフラ長寿命化センターでは「長寿命化」のコーナーにブースを展示し、SIP事業にお

ける長崎大学の取り組み状況や研究開発技術等の説明を行った。屋外では、橋梁点検車や

産業用ドローン等を活用したイベントも開催された。会場には、県内の工業高校や大学か

らも参加があり、熱心に聞き入る場面が見られた。 

 

【展示内容】 

・SIP事業の説明 

・研究開発の内容及び目標 

・研究開発成果の試行・事後評価、NETISの活用、長崎県内版の作成 

・維持管理、点検に係る新技術情報（橋梁・トンネル・道路・斜面） 

・インフラ長寿命化センターと道守養成ユニットの活用 

・道守認定技術者を入札参加資格や総合評価落札方式で評価・活用された実績 

・SIP連携内容・認証・標準化・出口戦略 

・地域における技術展開のモデル 

 

 

ブースで説明している様子 

 

ながさき建設技術フェア2017：http://www.nerc.or.jp/index.html 
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8.3 洗足学園修学旅行視察受入 

  

平成 29 年 4 月に洗足学園中学校より、10 月 30 日～11 月 2 日の長崎の修学旅行中のフ

ィールドワークへの協力依頼の連絡があった。この修学旅行は、「長崎から未来を考える」

をテーマに生徒たちに知的経験を積ませることを目標に、グループに分かれて、長崎で活

躍している方々に現在の取り組みや問題点等を、生徒たちが取材をし、まとめて発表会を

実施するというものである。センターもこの活動に協力することとした。 

その後、連絡調整し、テーマが①2040 年の長崎の人口減少を食い止めよ！ ②2040 年の

長崎を世界一の観光都市にせよ! のいずれかで、16 名が 10 月 31 日の午前中に訪問する

ことが決まった。 

 訪問前に、7 項目にわたる質問が前もって送付された。内容はインフラ長寿命化の他に

建築や街づくりの内容が含まれていた。このことから、インフラ長寿命化についてはイン

フラ長寿命化センター、建築とまちづくりについては構造工学コースの安武敦子准教授が

質問の回答と当日の説明を行った。質問の回答を含めたパワーポイントを作成して、当日

の午後に市内見学や次の日の研修結果の取りまとめを配慮しながら説明や質問に答えた。

インフラや建築について専門知識がない中学生がどのようにグループ討論や発表したか気

になるところである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義の様子 

 

 次ページに、生徒から来た質問状に対する回答書を掲載する。 

 

  

－114－



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

－115－



8.4 鳥取大学・鳥取県・鳥取県建設技術センターヒアリング 

 

日時：平成 29 年 6 月 26 日（月）14:00-16:30 

 

参加者： 

・鳥取大学大学院工学研究科 谷本教授、黒田教授 

・鳥取県県土整備部技術企画課 藤井補佐、倉本補佐 

・鳥取県建設技術センター 山田代表理事、澤課長、前田主幹、井上副主幹、竺原技師 

・インフラ長寿命化センター 松田センター長、高橋特任教授 

 

ヒアリング内容 

（１）長崎大学大学院工学研究科インフラ長寿命化センターにおける人材育成の取組み（道

守養成）について 

１）道守養成ユニット運営における関係者の役割 

・インフラ長寿命化センター：道守資格試験、講習及び研修会の運営、道守からの道路

損傷情報の管理者（国、県、市町村）単位での仕分けと転送 

・長崎県（道路維持課）：講師派遣、市町村への協力要請、点検への参加 

・長崎県建設技術研究センター：受講者派遣、道守認定者の業務での活用  

２）事業効果 

①人材育成 

・道守ユニットは笹子トンネル事故以前から維持管理技術者養成を制度設計し、H20 年

度から JST 基金により運用開始。 

・長崎県建設業協会からのインフラ老朽化に対処する必要性の呼びかけを発端に、関係

者連携によるコンソーシアムを設立（協会としては維持管理関連ビジネスへの展開を

視野に入れていたと思慮されるが、減少する建設業者数を補完するため、地域人材を

活用して技術養成を試みたのが画期的であった）。 

・制度設計においては、道守補助員（345 人）、道守補（242 人）、特定道守（59 人）、道

守（20 人）といった段階的な技術養成と、全県的な配置を考慮して KPI(指標)を設定

し、28 年度末現在で 666 名を認定。 

・現在は年間複数回の定期研修において、道守補助員、道守補、特定道守、道守を養成

するとともに、これらの道守の資格試験を実施している。 

・中核的人材育成事業として岐阜大学等との 5 大学 1 高専連携コンソーシアムを結成し

カリキュラムの共有・改善を図っている。 

②ボランティアと認定資格としての活用 

・道守補、特定道守、道守は、国交省の民間資格として登録され、点検診断業務、維持

修繕工事のインセンティブとしているほか、県、市の橋梁補修設計、橋梁補修改良工

事の登録技術者として活用している。 

③道路構造物の異常通報システム 

・道路清掃及び点検活動（県、県 OB、道守認定者）に参加してもらうことにより、点検

コストの圧縮が図られている。 
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・道守認定者から異常通報システムにより、インフラ長寿命化センターに通報、当セン

ターにおいて各道路管理者に対し道守シートを送付することにより、早期発見・対応

による維持管理費の削減を目指している。 

・H25 に ICT 導入後は年間 100～150 件の通報が寄せられている（国、県、市町村）。 

・ICT 導入によりスマホやパソコンから通報可能とした結果、通報件数が大幅に伸びた。

大雨の後や清掃活動などイベント時の通報が多い傾向。撮影した写真の情報内容を考

慮して公表する内容を吟味している。 

④情報発信 

・長崎大学がプラットホームを提供、強力に情報発信することにより、取組みに対する

広域的な関係機関の連携が進んできている。 

・結果として SIP 等の外部資金を獲得しやすい状況が醸成されてきたと考えられる。 

３）制度の課題 

①認定者の確保と活用 

・全県的な人口減少が進む中、一般住民参画の拡大が困難となってきており、自治会レ

ベルでの呼びかけを行いながら活動を維持している。 

・離島における人材確保が課題。今後は組合方式でやっていくことも検討している。 

・入札制度のインセンティブにより資格取得を志望する者が、建設業、測量設計業に偏

ってきている。 

・資格認定者の活動の場が清掃活動や合同点検、養成講座の講師等であることから、入

札制度のインセンティブ以外の資格取得に対する動機づけが困難となってきている。 

・約 120 人が４年毎の更新時期を迎えているが、更新率は 83％程度である。役立ち感を

持てる活躍の場を確保していくことが必要。 

②活動範囲 

・災害時の点検などに関する取り決めなし。保険等への加入もないため、無理に危ない

ところには行かないように注意しているのが現状。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヒアリングの様子 
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